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HPに教育長通信
「大河」を発信！（月２回）

全市的な視点から見た中学校の適正な数

　市教育委員会では、昨年７月に第二期学校施設整備基本計画策定審議会（学識経験者、校長、PTA、地域住民、市職員な
ど13名で構成）を設置し、計画づくりを進めています。令和７年度には５回の審議会を開催しました。
　審議会では、市教育委員会からの諮問を踏まえて、子どもの学びを第一に、①全市的な視点から見た中学校の適正な数、
②未来における教育を見据えた校舎のあり方について、建築面や財政面など、様々な観点も含めて審議しています。
　審議の状況について、情報発信をするとともに地域の声を聴きながら策定を進めています。
　このたび、審議会からこれまでの審議内容がまとめられた「中間まとめ」が出されましたので、概要を紹介します。

中間まとめの概要

パブリックコメントを募集しています�

第一期計画による改築順と進捗状況

≪第１グループ≫第一期計画で定められた改築順
改築順 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

学校名 五中 一中 五小 井之頭小 六中 二中 二小 境南小

完成年度 R6 R7 R10予定 R11予定 未着手 未着手 未着手 未着手

≪第２グループ≫第１グループの学校改築後に着手�（個別の改築順序は未定）
一小、三小、四小、大野田小の体育館、本宿小、関前南小、桜野小、三中、四中

学校の適正規模

小・中学校ともに１校「12～18学級」にまとまりました。
（小学校１学年２～３学級、中学校１学年４～６学級）

審議会で出された主な意見　
⃝�多様な人との関わりの機会が多い方が、学びが発展しやすく、行事の活
気も出やすい。
⃝適正規模の学校だからこそ、できることがあるのではないか。
⃝人間関係に配慮した学級編制もできるよう学級数は多い方がよい。
⃝�教員は学級数に応じて配置される。教員が互いに切磋琢磨、フォローし
つつ、教材研究の時間や研修機会も得やすいよう、学級数(教員数)は多
い方がよい。
⃝�このほか、学級数が少ない方が一人一人が活躍する場を提供しやすいな
どの意見もあった。

◀�中間まとめ本文・�
説明会動画、�
質疑応答はこちら

▲�パブリックコメン
ト提出はこちら

第二期計画期間中に改築を予定している第二・第六中については再編し、
統合新校を設置することが望ましい。

審議会で出された主な意見
⃝�今後生徒数が減ることが想定されているため、子どもの学びの観点、教
員の指導体制の観点から、一定規模以上の学校であることが望ましい。
そのためには、学校を再編する選択肢が最善の策である。
⃝�再編により、避難所にもなる統合新校を調理場、浄水場に近い場所に設
置することで防災拠点になり得る。
⃝�建て替え時に、既存校の敷地利用により、仮設校舎が不要になり、生徒
の心理面への影響を軽減できる。
⃝�通学距離が遠くなる生徒については、自転車通学を認めたり、学区域の
弾力化を図ることで対応できる。
⃝�このほか、小規模存続や義務教育学校の設置を支持する意見もあった。

武蔵野市の武蔵野市の学学校校建建てて替替ええ計計画画

問合せ先　�教育企画課　� �
学校改築係　� �
TEL（60）1972

令和８年４月４日まで

令和７年度は審議会が５回開催され、これまでの審議内容がまとめられました！

第一中学校　新校舎での生活開始　　詳しくは2・3面へ

未来における教育を見据えた校舎のあり方

審議会で出された主な意見
⃝�特別な配慮を要する子や教室に入れない子が落ち着いて過ごせる場所の
確保など、柔軟に対応できる教育環境づくりが必要。
⃝�地域との連携のため開かれた学校がよいが、防犯対策も必要で、そのバ
ランスが重要。
⃝�教員が能力を発揮するためには働きやすい学校である必要がある。その
ためには、コミュニケーションが取りやすく、リラックスしやすい空間
づくりが大切である。
⃝�子どもたちの生活動線上に図書や教材を配置するなど、校舎全体に学び
の機会が散りばめられた校舎が必要である。
⃝�時代に応じて求められる教育活動に対応できるフレキシブルな校舎が必
要である。
⃝学校は地域の核。さまざまな機能、付加価値のある校舎が必要。
⃝�学校は災害時の避難所にもなるので、さまざまな状況を想定してつくる
必要がある。

　中間まとめに対するパブリックコメントを４月４日（消印有効）ま
で、募集しています。氏名、住所、電話番号を明記のうえ、郵送、
FAX、Eメール、意見提出フォームのいずれかの方法で教育企画課
FAX0422-51-9264、SEC-KYOUIKU@city.musashino.lg.jpへ。
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より良い紙面にしていくために、皆さまのご意見やご感想をお待ちしております。もっと知りたいと思うことなど、お気軽にご連絡ください。
郵送：〒180－8777教育企画課宛（住所不要）　電話：0422－60－1894　メール：こちらからアクセスできます。

校
舎

西
側

のかたらいの道とつながる憩いの場所

あふれる一中ステップ
クラスを超えた交流の機会

が

地
域

開
放

、防災利用ができる 光が差し込む体
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　協議会の議論や活動は、すべて子どもたちの育ちを中心としてい
ます。協議が進むにつれて、保護者や地域とのつながりや子どもた
ちの思いを重視した活動に取り組んでいます。

問合せ先 　指導課　教育推進室　TEL（60）1241

かれた学校づくり協議会
子どもたちや地域を交えた協議の輪

　開かれた学校づくり協議会は基本的に傍聴が可能です。開催日な
どは各学校にお問い合わせください。

境南小学校

　６年生との交流授業では、「な
りたい自分は？そして、そのた
めに自分はどんなことを大切に
するか？」を地域の方を交えて
熟議しました。子どもたちの真
剣な考えに耳を傾け、大人の視
点からも対話を重ねました。そ
のあとに交流給食を実施しまし
た。また、学校公開日に地域・
保護者・教職員の「境南小ガッ
コウの未来を考えるワークショ
ップ」を開催。学校・家庭・地
域が本当の意味でつながり、境
南地区全体で子どもたちを見守
っていくために、その実現の第
一歩として企画されました。

第一小学校

　「５年後10年後の第一小学校
がどんな学校になっていたらい
いと思うか」をテーマとして、
６年生と委員の意見交流会を実
施しました。全てのグループで
子どもたちから積極的に意見が
出され、子どもたちから見た地
域活動の認知度も高いことがわ
かりました。その後の協議会の
テーマは「理想の実現に向けて
地域でできることとは」とし、
地域として６年生の希望を叶え
たいという熱い思いから実現可
能なことを検討していくことに
なりました。

井之頭小学校

　学校・家庭・地域が、子供た
ちの「目指す姿（ゴール）」を共有
するためには、まずお互いの距
離を縮めることが必要と考えま
した。そのうえで、「顔が見え
る対話」を通じて、大人同士の
繋がりを深める場や機会をつく
りたいという思いから、 先輩保
護者である委員と現役保護者が
子育てについて語り合う場を、
学校公開の日に「カフェ」として
開催しました。当日は、保護者
同士の新たな交流も生まれ「ブ
ーメラン校舎の思い出」や「新校
舎への期待」といった話題も出
て、和やかな場となりました。　

今 後 の 第 一 中 ・ 井 之 頭 小
改 築 ス ケ ジ ュ ー ル

井 之 頭 小 学 校 が 仮 設 校 舎 へ 移 転

各 改 築 校 の H P は こ ち ら ↓

武蔵野市立
第一中学校
改築事業

武蔵野市立
第五中学校
改築事業

武蔵野市立
第五小学校
改築事業

武蔵野市立
井之頭小学校
改築事業

　第一中学校は、学校施設整備基本計画に基づき、令和２年度から
基本計画の策定を開始し、令和5年度新築工事に着手、令和7年10
月末に新校舎が完成しました。新校舎の様子をご紹介します。

問合せ先 　教育企画課　 学校改築係　TEL（60）1972

　第五中・第五小も右記のスケジュールで改築を行っています。

◆仮設校舎
　井之頭小学校は令和８年３月末から
第一中学校の敷地内にある仮設校舎に
移転し、井之頭小学校旧校舎の解体工
事を行います。仮設校舎は中学生仕様
から小学生仕様に改修するとともに、
地域子ども館は第一中学校の旧体育館
を改修し、移転をしました。校庭等は
第一中学校と共同利用していきます。

◆スクールバス
　仮設校舎移転期間中である令和８年３月末から令和11年３月末頃まで、希
望した児童を対象にスクールバスの運行を実施します。

学びと出会い・興味・
楽しさを生み出すとともに、

交流・刺激・遊びを誘発します。
生徒自らが学びの場を見つけ主
体的な学び方を可能にし、学び
の多様化に対応した教育空間を

実現します。

学
年

の中心となる学年コモンズ普
通教室につながった

第一中学校新校舎完成を祝う会が
令和８年１月13日に行われました

自習場所が見つかる自

分
に合ったお気に入りの

武蔵野
市立 をご紹介

校舎全体をゆるやかにつなぐ学びの空間が沢山ある

学校の真ん中にある開放的なラーニング・コモンズ（学校図書館）
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■主な協議・報告事項
生涯学習事業費補助金、子ども文化・スポーツ・
体験活動団体支援事業費補助金の見直しについて
／令和８年度補助金事業募集について／東京都市
町村社会教育委員連絡協議会交流大会・社会教育
委員研修会、第２回理事会について
■その他
”学びおくりあい”交流会の実施（3月27日）
問合せ先 　�生涯学習スポーツ課　生涯学習係　

TEL（60）1902

■主な議案　令和8年度武蔵野市教育委員会教育
目標及び武蔵野市教育委員会の基本方針について
■主な報告事項
教育部業務状況報告（9月〜11月、12月〜2月）
今後の定例会の予定
4月8日 (水)午後1時30分〜
5月13日 (水)午後1時30分〜
6月3日 (水)午前10時00分～
※�傍聴可能です。変更する場合がありますので
最新の情報はHPからご確認ください。

『武蔵野市営プール更新に関する基本計画』が完成しました。

問合せ先　生涯学習スポーツ課スポーツ推進係　TEL（60）1903

　令和７年３月発行のきょういく武蔵野156号でお知らせをしました「市営プール整備方針」をもと
に、市営プールを建て替えるための基本計画を策定しました。
　バリアフリーや家族で使える更衣室等、プール利用時の快適性を求めるのと同時に、クリーンセ
ンターの熱源利用や自然採光の取り入れなど環境や災害対応等にも配慮した施設とします。
　プールと体育館の間に広場を設けるなど、プール利用者もこれまで利用したことのない方も誰で
も快適に使える施設を目指して、令和８年度より、基本設計と実施設計を行います。

金賞受賞！おめでとう！第一小＆第三小　吹奏楽団

令和8年1月19日、「井野家の大ケヤキ」を
市の登録文化財（天然記念物）に登録しました

市民会館は大規模改修工事
に伴い休館します

第10回武蔵野市子ども図書館文芸賞

問合せ先　指導課　指導主事　TEL（60）1898

問合せ先　生涯学習スポーツ課　武蔵野ふるさと歴史館　TEL（53）1811問合せ先　図書館　武蔵野市子ども図書館文芸賞担当　TEL（51）5145

　令和７年10月25日にりゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館で開催された
「第44回全日本小学生バンドフェスティバル」のステージ部門において、都
代表として第一小学校・第三小学校が出場し、両校がそろって金賞を受賞し
ました。おめでとうございます。これからのご活躍も楽しみにしています。

　応募いただいた863点の作品の中から、審査の結果、令和７年度は次の
皆さんの作品が選ばれました（敬称略）。受賞作品は、図書館で配布してい
る作品集に掲載します。

　西久保２丁目所在の「井野家の大ケヤキ」は五日市街道や
井ノ頭通りからも遠望され、地域景観の中心となるケヤキ
です。樹高が約25ｍ、地上1.2ｍの幹周は3.81ｍである大
ケヤキは、武蔵野台地の農家に植樹された屋敷林の代表
的な構成樹種で、西久保村の歴史を受け継ぐ重要な大樹
です。また武蔵野市域の文化を伝える貴重な文化財です。
　この登録天然記念物は個人のお宅にあります。敷地内
への立ち入りはご遠慮ください。

　市民会館は、施設の保全及び機能維持・向上を図る
ための大規模改修工事に伴い、令和８年４月１日（水）
から令和９年３月末まで休館を予定しています。
　大変ご不便をおかけいたしますが、休館中は市内他
施設のご利用をご検討ください。
　今後、改修工事ほか新着情報は、HP、市報むさし
の等でご案内させていただきます。

第44回全日本小学生バンドフェスティバル（第一小）第44回全日本小学生バンドフェスティバル（第三小）

問合せ先　教育企画課　教育企画係
TEL（60）1894 問合せ先　生涯学習スポーツ課　市民会館　TEL（51）9144

社会教育委員の会議 12～3月 教育委員の会議 12～3月

部門 賞 学校名 学年 氏名

創作A部門
小説等

全学年 金 境南小学校 小6 山口　大輝
小学校１～3年生の部 銀 武蔵野東小学校 小1 加藤　恵
小学校４～６年生の部 銀 該当なし

中学生の部 銀 第四中学校 中2 三浦　由莉
全学年 特別賞 第四中学校 中3 吉岡　里紗

創作B部門
詩

全学年 金 桜野小学校 小4 水野　光毬
小学校１～3年生の部 銀 該当なし
小学校４～６年生の部 銀 桜野小学校 小5 髙木　悠人

中学生の部 銀 吉祥女子中学校 中1 武井　ことは
全学年 特別賞 第五中学校 中1 湯浅　央佑

読書A部門
感想文

全学年 金 成蹊小学校 小6 木村　一翔
小学校１～3年生の部 銀 成蹊小学校 小3 大賀　圭翔
小学校４～６年生の部 銀 成蹊小学校 小4 田中　翔太

中学生の部 銀 吉祥女子中学校 中1 赤穂　希英
全学年 特別賞 成蹊小学校 小2 高田　悠利

読書B部門
POP等

全学年 金 第五中学校 中1 橋富　すみれ
小学校１～3年生の部 銀 千川小学校 小2 西澤　妙美
小学校４～６年生の部 銀 成蹊小学校 小5 枦山　康祐

中学生の部 銀 第五中学校 中2 早﨑　美紅
全学年 特別賞 第五中学校 中2 佐藤　穂乃香

１か月の時間外在校時間が４５時間以下の教員の割合
○小学校　令和３＝５７．４％→令和６＝７３．０％
○中学校　令和３＝５９．４％→令和６＝６６．０％
※国の目標は45時間以下の教員の割合100％

　現在、先生の「働きやすさ」と「働きがい」を両立し、子どもたちによりよい教
育を行うことを目的に、教員の働き方改革が全国で推進されています。武蔵
野市でも、「先生いきいきプロジェクト2.0」に基づき、取組を進めています（プ
ロジェクトの具体的な取組は2次元コードから）。その結果は次のとおりです。

　こうした結果を基に、現在プロジェクトを振り返り、令和８年度中にプロ
ジェクト3.0に更新する予定です。
　先生方が子どもに向き合う時間を確保するために、保護者・地域の皆様に
も、次のような取組についてご理解・ご協力をいただきますよう、よろしく
お願いいたします。
　　�①教員の勤務時間は原則8時15分～16時45分です。（途中45分の休憩時間
有）学校へのお問い合わせはこの時間内に行っていただくよう、お願いします。

　　�②先生方が新学期や子どもたちとの出会いの準備を十分に行えるよう、�

1学期の始業式の日を調整する場合があります。（令和8年度は4月7日が市
立小・中学校の始業式です。詳しい日程は学校からの案内を確認してください）

　　�③学校では、年間5日以上の学校閉庁日を設定しています。特に8月第2
週は、全校一斉で学校閉庁日期間となります。

問合せ先　指導課　指導主事　TEL（60）1898

全体
（n=313）
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小学校・教員
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よく感じている 感じるときもある 感じるときは少ない まったく感じない 分からない 無回答

51.1

令和５年度 武蔵野市子どもの学習・生活に関する調査報告書より

「今の仕事にやりがいや充実感を感じていますか」

が っ  こ うが っ  こ うが っ  こ う

6 教員の働き方改革で子どもも先生もイキイキする学校へ！


